
　
１
月
25
日「
中
学
生
に
よ
る
模
擬
議
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
各
中
学
校
の
代
表
生

徒
が
議
員
と
な
り
、
思
い
を
込
め
て
質
問

を
し
ま
し
た
。中
学
生
議
員
の
皆
さ
ん
は
、

議
会
を
体
験
す
る
こ
と
で
市
の
施
策
や
ま

ち
づ
く
り
に
関
心
を
深
め
、
議
会
や
政
治

の
仕
組
み
を
学
び
ま
し
た
。
質
問
と
市
の

答
弁
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

未
来
に
つ
な
げ
る
10
の
質
問

学
校
教
育
課
☎（
88
）９
１
６
８

第一中　佐藤 万優花 さん 

観
光
資
源
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て

第二中　須田 琴菜 さん

文
化
交
流
施
設
に
つ
い
て

第三中　野沢 嶺 さん

西袋中　大越 由香子 さん

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

若
者
の
人
口
減
少
に
つ
い
て

市長のあいさつを真剣に聴き入る中学生議員の皆さん

番号 氏　　名 学年 学校名
1 佐

さ

藤
とう

　万
ま

優
ゆ

花
か 2

第一中2 伊
い

藤
とう

　健
けん

太
た 2

3 江
え

幡
ばた

　美
み

玖
く 2

4 須
す

田
だ

　琴
こと

菜
な 2

第二中5 岡
おか

崎
ざき

　陸
りく

斗
と 2

6 熊
くま

田
だ

　心
ここ 1

7 野
の

沢
ざわ

　嶺
れい 2

第三中8 今
こん

野
の

　咲
さ

幸
ゆき 2

9 西
にし

澤
ざわ

　里
り

紗
さ 1

10 大
おお

越
ごえ

　由
ゆ

香
か

子
こ 2

西袋中11 成
なり

田
た

　爽
そ

良
ら 2

12 青
あお

森
もり

　加
か

怜
れん 1

番号 氏　　名 学年 学校名
13 飛

とび

澤
さわ

　咲
さ

良
ら 8

稲田学園
14 石

いし

井
い

　大
たい

雅
が 8

15 山
やま

河
かわ

　ひなた 2
小塩江中

16 折
おり

笠
かさ

　快
かい

斗
と 2

17 永
なが

田
た

　龍
りゅう

誠
せい 2

仁井田中
18 影

かげ

山
やま

　裕
ゆう

惺
せい 1

19 溝
みぞ

井
い

　陽
よう

太
た 2

大東中
20 三

さん

瓶
ぺい

　友
ゆ

莉
り 2

21 金
かな

澤
ざわ

　颯
そよ

花
か 2

長沼中
22 若

わか

林
ばやし

　晃
こう

平
へい 2

23 伊
い

藤
とう

　悠
ゆう

真
ま 2

岩瀬中
24 阿

あ

部
べ

　駿
しゅん

太
た

郎
ろう 2

■ 

中
学
生
に
よ
る
模
擬
議
会

観
光
資
源
の
魅
力
発
信
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

広
報
紙
を
は
じ
め
、
観
光
情
報
誌

「
ま
っ
ぷ
る
」須
賀
川
版
の
発
行
や

各
種
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、市
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ・

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

ウ
ル
ト
ラ
Ｆ
Ｍ
の
ほ
か
、
報
道
機
関
へ
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
若
い
世
代
が「
観
光
資
源

の
魅
力
発
信
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

ど
の
よ
う
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、
皆
さ

ん
の
活
動
を
新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど

の
報
道
機
関
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う
関
わ

り
方
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
が
身
近
な
地
域
の
伝
統

行
事
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
実
際
に

体
験
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
人
の
心

へ
届
く
よ
う
に
、
市
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

風
流
の
は
じ
め
館
と
特
撮
ア
ー
カ

イ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

風
流
の
は
じ
め
館
の
来
館
者
数
は

４
４
５
０
名
、
特
撮
ア
ー
カ
イ
ブ

セ
ン
タ
ー
の
来
館
者
数
は
１
万
１
５
９
名

で
す（
令
和
３
年
１
月
20
日
現
在
）。

　
県
内
市
町
村
の
ほ
か
、
全
国
か
ら
多
く

の
皆
さ
ん
が
来
館
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待

し
て
い
ま
す
か
。

風
流
の
は
じ
め
館
は
、
市
の
特
長

で
も
あ
る
俳
諧
文
化
や
多
様
な
和

文
化
を
生
か
し
て
、
幅
広
い
世
代
の
皆
さ

ん
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

特
撮
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
は「
特

撮
の
ま
ち
須
賀
川
」の
認
知
度
向
上
や
、

地
域
の
活
性
化
に
結
び
付
け
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
を
通
し
て「
特
撮
」

を
本
市
の
誇
る
べ
き
文
化
と
し
て
育
て
て

い
き
ま
す
。

本
市
の
若
者
の
人
口
流
出
の
現
状

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

10
歳
か
ら
29
歳
の
若
者
の
市
外
へ

の
転
出
人
数
と
、
市
内
へ
の
転
入

人
数
を
比
較
す
る
と
、
令
和
元
年
は
、
転

出
人
数
が
３
４
５
人
上
回
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

　
ま
た
、
転
出
人
数
全
体
に
占
め
る
若
者

の
割
合
は
、
51
・
６
％
と
半
数
を
超
え
る

割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

若
者
の
人
口
減
少
に
つ
い
て
、
進

学
先
の
誘
致
計
画
や
対
策
は
あ
り

ま
す
か
。現

在
の
と
こ
ろ
大
学
を
誘
致
す
る

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
口
減

少
対
策
と
し
て
策
定
し
て
い
る「
第
２
期

須
賀
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」に
基
づ
き
、
市
の
魅
力
発
信
を

行
う
と
と
も
に
、
働
く
場
所
の
確
保
が
で

き
る
取
り
組
み
を
進
め
、
若
者
の
定
住
対

策
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
、
体
力
づ
く
り

の
た
め
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
会
館
か
ら
浜
尾
遊

水
地
を
１
周
す
る
阿
武
隈
川
か
わ

せ
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
市
民
の
森

の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
、
並
木
町

運
動
場
の
ト
ラ
ッ
ク
外
周
に
起
伏
の
あ
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

円
谷
選
手
の
功
績
を
た
た
え
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
を
新
設
す

る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

「
円
谷
幸
吉
選
手
を
身
近
に
感
じ

る
環
境
づ
く
り
」を
推
進
す
る
中

で
、
円
谷
幸
吉
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
や
円

谷
英
二
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
で
市
内
の
観
光
施
設
や
名
所
を
巡
る
モ

デ
ル
コ
ー
ス
の
作
成
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
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稲田学園　飛澤 咲良 さん

小塩江中　山河 ひなた さん

仁井田中　永田 龍誠 さん

学
校
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

大東中　溝井 陽太 さん

道
路
設
備
に
つ
い
て

長沼中　金澤 颯花 さん

生
活
環
境
に
つ
い
て

岩瀬中　伊藤 悠真 さん

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

学
区
制
に
つ
い
て

環
境
問
題
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
年
間

２
・
４
％
ず
つ
削
減
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
、
学
校
や
公
共
施
設
へ
の
太
陽

光
発
電
設
備
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
の
導
入
、

市
役
所
へ
の
電
気
自
動
車
の
配
車
な
ど
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
環
境
保
全
に

取
り
組
み
ま
す
か
。

自
然
環
境
と
貴
重
な
地
域
資
源
の

保
全
や
、
環
境
学
習
と
協
働
に
よ

る
環
境
保
全
活
動
の
推
進
な
ど
、
５
つ
の

基
本
目
標
を
柱
に
、
市
民
・
事
業
者
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、大
気
汚
染
や
河
川
の
水
質
な
ど
、

環
境
保
全
の
情
報
を
定
期
的
に
発
信
す
る

ほ
か
、
ご
み
減
量
化
の
た
め
の
エ
コ
バ
ッ

ク
利
用
や
食
品
ロ
ス
、
３
Ｒ
活
動
の
重
要

性
な
ど
を
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
の
中
学
校
に
学
区
制
を
取
り

入
れ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

通
学
距
離
が
小
学
校
は
お
お
む
ね

４
ｋｍ
以
内
、
中
学
校
は
お
お
む
ね

６
ｋｍ
以
内
を
適
正
と
す
る
国
の
規
定
が
あ

り
、
多
く
の
市
町
村
で
学
区
制
を
採
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
学
区
制
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

必
要
な
学
校
の
み
、
学
区
制
を
採

用
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

中
学
校
の
学
区
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
市
町
村
合
併
や
地
域
住

民
の
意
向
に
よ
り
、
設
定
し
て
き
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
一
部
の
地
区
の
学
区
を
自

由
学
区
に
す
る
こ
と
は
、
地
域
を
分
断
す

る
恐
れ
が
あ
り
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
自
由
学
区
制
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
学
区
の
見
直
し
を
含
め
て
、
年
２
回

行
わ
れ
て
い
る「
須
賀
川
市
通
学
区
域
審

議
会
」で
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

各
小
・
中
学
校
の
机
や
椅
子
は
、

ど
の
よ
う
な
基
準
で
配
備
し
て
い

ま
す
か
。各

小
・
中
学
校
の
机
や
椅
子
の
配

備
状
況
は
、
毎
年
度
の
各
学
校
か

ら
の
要
望
に
対
し
て
、
児
童
生
徒
数
の
増

減
や
、
傷
み
具
合
の
調
査
結
果
な
ど
か

ら
、
そ
の
必
要
性
を
総
合
的
に
判
断
し
た

上
で
、
新
た
な
机
や
椅
子
を
配
備
し
て
い

ま
す
。

グ
ル
ー
プ
学
習
が
し
や
す
い
机

や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
置
き
や
す
い

大
き
な
机
へ
の
交
換
は
可
能
で
す
か
。

机
や
椅
子
の
種
類
に
つ
い
て
は
、

高
さ
の
調
整
が
可
能
な
机
な
ど
、

学
校
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
で

き
る
限
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

防
犯
灯
の
設
置
状
況
と
増
設
計
画

が
あ
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

設
置
状
況
は
、
７
１
９
５
灯
で
す

（
令
和
２
年
12
月
28
日
現
在
）。

　
ま
た
、
防
犯
灯
の
増
設
は
、
町
内
会
や

行
政
区
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
受
け
、
現
地

確
認
を
行
い
、
防
犯
灯
設
置
委
員
会
で
決

定
し
、
設
置
し
て
い
ま
す
。

大
東
中
学
校
前
の
県
道
の
安
全
対

策
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

県
道
は
、
大
東
こ
ど
も
園
や
大
東

小
・
中
学
校
の
通
学
路
で
あ
る
た

め
、
道
路
を
管
理
し
て
い
る
福
島
県
に
歩

道
の
整
備
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
、

本
年
度
は
大
東
小
学
校
周
辺
の
路
側
帯
の

カ
ラ
ー
化
や
、
路
面
表
示
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
後
も
危
険
性
・
緊
急
性
な
ど
を
考
慮

し
、
安
全
な
歩
行
空
間
の
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

本
年
度
に
ク
マ
の
目
撃
情
報
が

あ
っ
た
地
域
と
件
数
、
過
去
３
年

間
の
野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害

状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ク
マ
の
目
撃
情
報
は
、
長
沼
地
域

で
14
件
、岩
瀬
地
域
で
３
件
で
す
。

野
生
動
物
に
よ
る
過
去
３
年
間
の
被
害
状

況
は
、
ク
マ
に
よ
る
柿
の
実
、
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど

の
食
害
が
あ
り
ま
し
た
。

有
害
鳥
獣
へ
の
安
全
対
策
や
被
害

対
策
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
を
脅
か
す
有
害
鳥
獣

は
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

な
ど
の
協
力
の
下
、
目
撃
現
場
周
辺
の
巡

視
活
動
を
行
い
、
防
災
行
政
無
線
や
学
校

の
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
で
安
全
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
作
物
の
被
害

防
止
対
策
は
、
被
害
の
軽
減
に
効
果
の
あ

る
電
気
柵
を
設
置
す
る
農
家
な
ど
へ
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

須
賀
川
市
地
域
外
来
を
設
置
し
、

医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患
者

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
新
し
い
生
活
様
式
」実
践
の
５
本

の
動
画
を
市
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信

し
た
り「
徹
底
し
よ
う
４
つ
の
場
面
」の
チ

ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
た
り
、
感
染
拡
大
防

止
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
と
き
、

ど
の
よ
う
に
対
処
し
ま
す
か
。

医
療
機
関
や
福
祉
施
設
、
学
校
な

ど
、
様
々
な
場
面
に
お
い
て
ク
ラ

ス
タ
ー
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
が
最
も
重

要
で
す
。

　
も
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
と
き

は
、
県
と
協
力
し
な
が
ら
、
早
期
の
情
報

収
集
に
努
め
、
接
触
者
の
検
査
体
制
を
拡

大
す
る
な
ど
、
感
染
拡
大
防
止
に
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①初秋の風物詩「長沼まつり」　②本松明を製作して伝統行事に
参加　③Rojimaでにぎわう風流のはじめ館　④並木町運動場の
コースで汗を流すランナー　⑤江花川の水質調査　⑥使いやすい
西ー小の図書館　⑦路側帯のカラー化で安全対策 ③ ①②④⑤

⑥⑦
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